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＜会議録＞

令和３年度第７回常滑市教育委員会定例会

令和３年 10 月 20 日（火）

午後１時 30 分

市役所４階第３会議室

１ 開会 午後１時 30 分

２ 前回定例会会議録の承認

「承認」

３ 会議録署名者の承認

「梶田幸司委員」

４ 出席委員

梶田幸司委員、藤田幸恵委員、渡辺慶太郎委員、久田孝寛委員、圡方宗広教育長

５ 欠席委員

なし

６ 教育長の報告事項

それでは、教育長の報告事項につきまして、９月 14 日の定例会以降の教育委員会の

動きをご報告いたします。

まず、９月 15 日に開催された決算特別委員会では、教育委員会に関係することとし

て、議員の方々から、「子どもたちのケアを考え、同じ人が長期にスクールソーシャ

ルワーカーを担当できるよう、常勤として確保することなどを検討すること」、「教

員の長時間勤務解消のため、スクール・サポート・スタッフ会計年度任用職員を来年

度も維持することを県に強く要望すること」の２つを意見及び要望としていただきま

した。

９月 16 日には校長会議を行いました。教育委員会からは新型コロナウイルス感染症

拡大による学級閉鎖にならないよう、特に教室内の換気を十分に行うこと、在校等時

間の縮減に努めること、教職員の不祥事防止への継続した取組を行うことなどについ

て、指示いたしました。

９月 17 日、30 日、10 月５日、14 日、19 日は、学校訪問を行い、青海中、常滑西小、

鬼崎中、南陵中、西浦南小を訪問しました。梶田委員、藤田委員、久田委員にも訪問

していただき、各学校の教育活動の実際を観察していただき、ご指導をいただきまし

た。

９月 29 日は市議会定例会が閉会した後、協議会が開催され、新学校給食共同調理場

整備事業ＤＢ（設計・建設）事業者選定に向けた実施方法等の公表について付議事件

として、学校教育課長兼新給食センター建設担当課長の竹内課長が説明をし理解を求

めました。
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10 月６日に開催された知教協には、梶田委員とともに出席をし、令和４年度定期人

事異動方針案が議事として扱われ、昨年度同様の方針で定期人事異動を行う旨を確認

し、了承されました。

10 月８日には、豊明市において、第３回尾張部都市教育長会並びに尾張部町村教育

長会合同会議が開催されました。県教育委員会から定年延長制や高校入試改革などに

ついての説明を聞いた後、「成人祝賀式」「特別支援学級への身体介護を専門とする

支援員の配置」「不登校児童・生徒に対する取組」「学校施設の長寿命化改修」の４

点を議題として情報交換をいたしました。

そして、本日 20 日の午前中には校長会議を開催しました。主に、卒業式のあり方に

ついて検討いたしました。今後の新型コロナウイルス感染状況を注視し、学校間での

温度差が生じないように慎重に決めていきたいと思います。報告は以上でございます。

本日の定例会は、１つの議題が予定されております。さらに、午後３時からは、常

滑市教育懇談会があります。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

７ 議題 付議事件

報告第１号 令和３年度常滑市教育委員会上半期後援事業（４月～９月受付

分）について

生涯学習スポーツ課長：資料に基づき説明。

教育長：何かご質問ございませんか。

委員全員：ありません。

「承認」

８ その他 （諸報告について）

・教育委員（会）行事連絡（10 月～12 月）

学校教育課長より資料に基づき説明。

「了承」

・第２次常滑市教育大綱のたたき台について

学校教育課担当より資料に基づき説明。

教育長：本日の配布資料は、次回定例会で御意見・御要望を頂けるとあ

りがたいです。よろしくお願いします。

・制服検討委員会について

学校教育課長：中学校の学生服に関するアンケートを７月に実施して６割から

７割以上の保護者、児童・生徒がブレザー化に賛成との意向があ

りました。そこで、中学校の校長先生にも集まってもらい、制服

のあり方の検討会を設置することになりました。第１回目が 11 月

９日に行われます。検討委員会のメンバーは、教育委員会の教育
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委員から、保護者に近い立場である梶田さんと女性の視点で藤田

さんの２人に依頼をさせて頂きました。その他４中学校の校長と

教頭会長の鬼崎北小学校の滝塚教頭、保護者の代表として市 P連

の会長及び母親代表、子どもを守る会の会長、こうした方々の総

勢 11 名で構成され検討します。まずは、制服の歴史だとか、ブレ

ザー化の良いところ、悪いところ、ブレザー化する場合のスケ

ジュールなどを検討したうえで、ブレザー化を行うかどうか決定

していきたいです。令和４年１月までに２回から３回にかけて、

議論をしてブレザー化するかを決定します。もし仮にブレザー化

ということになれば、その後、引き続き検討会を実施し、今後は

各学校の生徒なども交えた形でブレザーのデザイン等を検討して

いき、地元の衣料品店の関わりもあるため、慎重にいろいろな方

の御意見を聞きながら、よりよい形を考えていきたいです。

９ 閉会 午後１時 58 分

本会の議事次第を証するため次の者署名する。

令和３年 11 月 25 日

委 員

調整者


